	Chapter 4 OriHime – A Vehicle of Your Heart（pp. 50-65）CAN-DOリスト

	

	1. 内容理解（Content Construction）

	・吉藤氏がどのような思いでオリヒメの開発に至ったのかを理解することができる。【Part 1】
・オリヒメの仕様や機能について理解することができる。【Part 1, 3】
・難病を患い，病院の外に出ることができない少年の想いを共感的に読み取ることができる。【Part 2】
・さまざまな理由で孤独に苦しんでいる人々にとって，オリヒメとはどのような存在であるかを理解することが
できる。【Part 3】
・オリヒメの開発プロジェクトに参画することにより，番田氏の人生がどのように変化したのかを共感的に読み
取ることができる。【Part 4】
・オリヒメのプロジェクトを推進していく上で，何が吉藤氏の原動力になっているのかを理解することができる。
【Part 4】
・本文の内容を理解し，RECAP SHEETを完成させることができる。【R&R-2】

	2. 言語リソース（Language Resources）

	2.1 文法（Grammar）

	・関係代名詞who, which, that【GC-1】
　 1.1 関係代名詞who, which, thatの機能を理解し，それらが用いられた文の意味を理解することができる。
   1.2 関係代名詞who, which, thatを適切に使って，有名な人のことを書くことができる。
・過去完了形(had＋done)，過去完了進行形(had been +doing)【GC-2】
　 2.1 過去完了形，過去完了進行形がどのような時間関係を表すのかを理解し，それらが用いられている文の意味を理解することができる。
   2.2 過去完了形，過去完了進行形を適切に使って新聞記事を完成させることができる。

	2.2 語彙（Vocabulary）

	・次の語彙をコミュニケーションにおいて使うことができる（発信語彙）。
   名詞: vehicle, robot, bond, belonging, illness, emotion, mask, expression, audience, quality
   代名詞: whatever
   動詞: suffer, establish, attend, enable, overcome, mention, recall
   形容詞: previous, unable, physical, blank, online, missing, silent, severe, valuable
   副詞: anytime, importantly 
   接続詞: neither
・上記の語彙に加え，次の語彙の意味を理解することができる（受容語彙）。
　 名詞: communicator, loneliness, creator, shatter, sadness, extension, project, co-developer, suggestion, 
improvement
   動詞: associate, maintain, perceive, transport, click, face
   形容詞: indispensable
   副詞: likewise
・ロボットに関連する語彙をネットワークとして整理し，意味を理解することができる。【VN】

	2.3 慣用表現（Formulas）

	・次の慣用表現の意味を理解し，使うことができる。
   機能表現: wonder if … 
　 副詞表現: in order to do, all the time, ever since …
   動詞表現: suffer from …, ring a bell, be associated with …, share A with B, go well 
   形容詞表現: a number of …
   文法構文表現: neither A nor B, every time S+V, as long as S+V
   句動詞: point out …, pass away, figure out 

	3. ５領域におけるタスク・ハンドリング（Task-Handling in Five Domains）

	3.1 聞くこと（Listening Domain）

	・本文に関する英文を聞き，正誤を判断することができる。【R&R-1】

	3.2 読むこと（Reading Domain）

	・事実（fact）を正確に捉えて読むことができる。【CC】
・場面ごとの登場人物の気持ちを共感的に読み取ることができる。
・理解が難しい箇所を，文脈や背景知識を活用して推測しながら読むことができる。


	3.3 話すこと（発表）（Spoken Production Domain）

	・本文の内容を理解し，RECAP SHEETを完成させ，発表することができる。【R&R-2】
・RECAP SHEETを用いながら，自分の言葉で本文内の良かったところを共有できる。【R&R-3】
・オリヒメの活用法について英語でスライドやポスターを作成し，発表することができる。【MIY-3】

	3.4 話すこと（やり取り）（Spoken Interaction Domain）

	・Think-Pair-Shareの問いに対して自分の言葉で意見を述べながら，短い会話を行うことができる。【TPS】

	3.5 書くこと（Writing Domain）

	・オリヒメに関する質問に対して適切な答えを書くことができる。【MIY-1】
・オリヒメの活用法について英語でポスターを制作することができる。【MIY-2】
・ロボットに関する語句を理解しながら，穴埋めを行うことができる。【VN】

	3.6 領域統合（Integrated Domains）

	・オリヒメの活用法についてグループで協働してディスカッションを行い，魅力的な提案をまとめることができ
る。【MIY-3】

	4. 学習への向き合い方と学習管理（Attitude & Learning Management）

	・教師の発問に対して積極的に反応している。
・授業中に大きな声で気持ちを込めて音読をしている。
・本課で学習した文法や語彙・慣用表現を，コミュニケーションにおいて積極的に活用しようとしている。
・ロボットに関連する語彙や慣用表現を自分で調べ，ネットワークの充実化を図っている。
・本課の新出語彙・表現を繰り返し読んだり書いたりして，定着を図っている。
・本課の全文を10回以上音読している。【通読用本文】
・ペアワークやグループワークに積極的に参加し，責任をもって自分の役割を果たしている。
・授業の振り返り（リフレクション）を行い，学習の成果と課題を明確にしている。
・PDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルを通して計画的に学習を進めている。
・疑問点を放置せず，先生に質問をしたり，学習書を活用したりして解決している。



略語: GC = Grammar for Communication; VN = Vocabulary Networking, MIY = Make It Yours; R&R = Recap & 
Retell; CC = Comprehension Check; TPS = Think-Pair-Share

